
【東串良町耐震改修促進計画（素案）の概要】 
1. 計画改定の背景と目的 

 背景: 

阪神・淡路大震災から 30 年以上が経過し、近年も熊本地震や能登半島地震などの大地震が頻発してい

ます。また、切迫性が指摘される 「南海トラフ巨大地震」への備えが急務です。国の方針や鹿児島県計

画の改定を受け、本町でも計画を新たに更新します。 

 目的: 

地震による建物の倒壊などから町民の生命と財産を守り、避難路の確保や災害時の機能維持を図ること

で、「地震に強い安全なまちづくり」を実現します。 

2. 計画の期間と対象 
 計画期間: 令和 9（2027）年度 〜 令和 18（2036）年度までの 10 年間 

 対象区域: 東串良町全域 

 対象建築物: 住宅、多数の者が利用する建築物、防災拠点、緊急輸送道路沿道の建築物、およびブロッ

ク塀等 

3. 東串良町の地震リスクと現状 
 想定される地震: 

最大クラスの南海トラフ地震等による強い揺れ （震度 6 弱程度）や津波、液状化リスクが想定されてい

ます。 

 耐震化の現状: 

町の住宅耐震化率は令和 7 年度末時点で推計 73.6% （令和 5 年度住宅 ・土地統計調査に基づく国の推計

値による）と改善が進んでいるものの、旧耐震基準（昭和 56 年 5 月以前）の住宅や、耐震性が不十分

な建物がまだ残っています。 

4. 計画の主な取組と目標 
 住宅の耐震化目標: 

「令和 18 年度までに、耐震性が不十分な住宅をおおむね解消する」ことを目指します。 

 リフォーム（省エネやバリアフリー等）に合わせた耐震改修の促進 

 平成 12 年以前に建てられた木造住宅の「耐震性能検証法」の周知 

 高齢者世帯の不安解消に向けた資金確保手法（リバースモーゲージ等）の情報提供 

 避難路・ブロック塀等の安全対策: 

緊急輸送道路沿道の建築物や、通学路 ・避難路に面するブロック塀等の安全確認 ・改善を促進し、道路

の閉塞を防ぎます。 

 防災マップ等の活用: 

「揺れやすさマップ」「地域危険度マップ」を活用し、地域の防災リスクの周知と意識啓発を図ります。 

5. 耐震改修に対する支援・相談体制 
 耐震診断や改修に関する相談窓口の周知、補助制度の活用など、所有者の皆様の取り組みをサポート。 


